
　
「
伊
賀
市
若
者
会
議
」
は
、
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｂ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
を
発
掘
し
育
て
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
内
在
住
・
在
勤
者
や
出
身
者
な
ど

伊
賀
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
若
者
を
対
象
と

し
て
平
成
30
年
度
に
発
足
し
た
グ
ル
ー
プ

で
す
。
任
期
は
２
年
間
で
、
今
年
度
４
月

か
ら
第
４
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、
20
歳
代
か

ら
30
歳
代
の
31
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
の
若
者
会
議
で
は
、
市
の
事
業

に
参
画
す
る
「
市
政
参
画
事
業
」
と
「
個

別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
中
心
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
。 

「
誇
れ
る
伊
賀
市
」「
選
ば
れ
る
伊
賀
市
」
の
実
現
に
向
け
て

Ｉい

が

び

と

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

伊
賀
市
若
者
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議
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Ｇ
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Ｂ
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Ｔ
Ｏ

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
市
で
は
、
伊
賀
市
で
生
ま
れ
育
っ

た
若
者
の
「
住
み
た
い
」「
住
み
続

け
た
い
」「
帰
っ
て
き
た
い
」
と
い

う
思
い
を
育
み
、
進
学
や
就
職
を
機

に
転
出
し
た
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
と
市

へ
の
定
住
の
促
進
を
め
ざ
し
て
Ｉ
Ｇ

Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
自
ら
が

地
域
の
担
い
手
と
な
り
、
よ
り
良

い
”伊
賀“
を
創
る
意
識
、
実
行
力

を
持
っ
た
若
者
」
を
「
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
」
と
定
義
し
て
、
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
に
必
要
な「
意
欲
」「
知
識
」「
実

行
力
」
を
育
む
た
め
、
伊
賀
市
若
者

会
議
の
取
り
組
み
や
、
市
内
の
県
立

高
校
３
校
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

新規メンバー随時募集中

【申込先・問い合わせ】　地域創生課

　より良い「伊賀」を創るため、一
緒に活動しませんか。
　市内在住、在勤者や出
身者など伊賀市にゆかり
のある18 歳以上 35 歳
以下の人が対象です。

参加申込
フォーム

伊賀市若者会議の活動は
公式 SNS でチェック！

メンバーが随時更新しています。

Facebook Instagram X（旧 Twitter）

▲市政参画事業「うえのまち風景づくり協議会での啓発事業企画・実施」 
（昨年度の様子）

▲５月 25 日㈯に第１回全体会を開催し、第 4 期の本格的な活動がスタート。「若者
会議でやってみたいこと」をテーマとしたグループディスカッションや、メンバー
自らが企画し活動する「個別プロジェクト」の紹介を行いました。メンバー間の交
流が深まり、よいスタートをきることができました。 

トピックス
　
あ
け
ぼ
の
学
園
高
等
学
校
で
は
、
こ
れ

ま
で
も
市
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
年
次
や

総
合
学
科
の
系
列
の
授
業
な
ど
で
、「
地

域
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
１
年
次
生
の
授
業「
産
業
社
会
と
人
間
」

で
は
、
地
域
学
習
の
導
入
と
し
て
市
役
所

の
人
か
ら
伊
賀
市
の
概
要
や
現
状
な
ど
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、
地

域
の
伝
統
文
化
の
一
つ
で
あ
る
『
忍
術
』

と
防
災
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

ま
た
12
月
に
は
、
地
域
産
業
を
知
る
た
め

に
「
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
職
業
人
の
講

演
」
や
地
域
の
企
業
・
事
業
所
を
め
ぐ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
予
定
で
す
。 

　

２
年
次
生
で
は
、
地
域
の
企
業
・
事
業

所
の
協
力
を
い
た
だ
き
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。 

　
他
に
も
、
近
隣
の
小
学
生
と
合
同
で
調

理
実
習
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
、
地
域
の
人
と
交
流
す
る
予
定
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
自
ら
が
地

域
の
担
い
手
と
な
る
意
識
を
醸
成
し
て
い

き
ま
す
。 

　

今
年
度
も
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
育
成
事

業
と
し
て
各
科
で
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
機
械
科
の
「
も
の
づ
く
り
」
や
修
繕
に

よ
る
小
学
校
な
ど
と
の
交
流
、
生
物
資
源

科
に
よ
る
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
保
全
活

動
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
科
に
よ
る
保

育
園
と
の
交
流
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
進

路
指
導
部
は
希
望
生
徒
を
募
り
、
地
元
企

業
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。
将
来
に
わ
た

り
、
自
ら
が
地
域
の
担
い
手
と
な
る
意
識

を
高
め
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
12
月
14
日
㈯
に
は
、
伊
賀
白
鳳
高

校
で
「
白
鳳
フ
ェ
ス
」
を
行
い
ま
す
。
生

産
物
の
即
売
だ
け
で
な
く
、
学
習
の
成
果

と
し
て
各
科
の
作
品
を
展
示
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
各
科
の
学
び
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
１
学
年
で
は
、
教
育
実
習
生
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
し
た
、
探
究
的
な
学

び
の
基
礎
と
な
る
こ
と
を
は
じ
め
に
学
び

ま
す
。
そ
の
後
、
主
に
伊
賀
地
域
に
関
す

る
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
を
活
用
し
た
下
調
べ
や
事
前
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
学
習
を
踏
ま
え
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
で
現
地
取
材
を

行
い
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ

ま
す
。 

　

２
学
年
で
は
、
１
学
年
で
広
げ
た
地
域

に
関
す
る
知
見
を
さ
ら
に
深
掘
り
し
、
先

行
事
例
と
比
較
し
た
上
で
、
さ
ら
な
る
探

究
活
動
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
「
み
ら
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」発
表
会
で
発
表
し
ま
す
。 

３
学
年
で
は
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
知

識
や
情
報
を
学
び
、
自
己
実
現
に
向
け
て

の
具
体
的
方
法
を
検
討
し
、
未
来
へ
の
決

意
表
明
を
す
る
探
究
的
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】

　
地
域
創
生
課

　
☎
22
・
９
６
２
３　
℻  
22
・
９
６
７
２　

chisou@
city.iga.lg.jp

高
校
と
の
連
携

◆
伊
賀
白
鳳
高
等
学
校

「
地
域
と
の
連
携
、
交
流
な
ど
の

実
体
験
に
よ
る
人
材
育
成
」

◆
あ
け
ぼ
の
学
園
高
等
学
校

「
地
域
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

◆
上
野
高
等
学
校「上

高
み
ら
い
探
究
」

▲地域の企業・事業所をめぐるフィールド
ワーク（昨年度の様子）

▲機械科の生徒で小学校のバスケット
ゴールを修繕、設置（昨年度の様子）

▲体育館で開催したポスターセッション
　（昨年度の様子）
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